
1996年出上の木簡

い
ん

ば

じ
よ
う

愛
押

印
場

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
尾
張
旭
市
庄
中
町
渋
川

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
五
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
尾
張
旭
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
七
原
恵
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

印
場
城
は
、
矢
田
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
に
築
造
さ
れ
た
東
西
、

南
北
と
も
に
六
〇
ｍ
、
土
塁
と
堀
を
め
ぐ
ら
せ
た
単
郭
の
平
城
で
あ
る
。
内
郭

の
施
設
と
し
て
、
柵
列
と
内
郭

中
央
か
ら
北
東
部
に
か
か
る
溝

は
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
他
の

遺
構
は
明
確
に
で
き
な
か

っ
た
。

土
塁
は
幅
五
ｍ
、
高
さ
二
ｍ
、

北
堀
は
毛
抜
堀
、
他
は
箱
堀
で

耐

あ
る
。
南
堀
は
幅
八
ｍ
に
及
ぶ
。

瀬

堀
の
水
は
南
か
ら
取
水
靖
を
通

く

じ
て
得
て
い
た
が
、
農
業
用
水

の

一
部
が
堀
に
流
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
東
堀
か
ら
南
堀
に
か
か
る
屈
曲
部
の
底
に
堆
積
し
た
ヘ
ド
ロ
の
中

か
ら
漆
器
椀
、
箸
、
蒸
籠
、
め
ん
ぱ
、
羽
子
板
、
子
供
用
下
駄
、
施
釉
陶
器
な

ど
と
と
も
に
二
点
出
土
し
た
。
遺
物
は
生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
、
印
場
城
の

時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

城
の
年
代
に
関
す
る
記
録
は
、
水
野
又
太
郎
良
春
が
こ
の
地
域
に
入
植
し
、

良
春
の
孫
雅
楽
頭
宗
国
が
新
居
城
を
築
い
た
が
、
そ
の
年
次
は
寛
正
元
年

（
一

四
六
〇
）
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
西
隣
の
尾
関
氏
と
争

っ
て
勝
利
し
、
こ
の

地
域
を
支
配
し
た
と
あ
る
。
出
土
遺
物
も
こ
の
年
代
と

一
致
し
、　
一
五
世
紀
後

半
と
推
定
で
き
る
。

墨
書
土
器
は
、
平
安
時
代
に
属
す
る
餐
器
の
椀
に

「小
林
」
「福
林
」
コ
ロ

（あ
る
い
は

「去
」と
、
美
濃
系
山
茶
椀
の
底
に

「
一
」
が
書
か
れ
た
も
の
、
行

基
焼
椀
に
木
偏
と
み
ら
れ
る
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
天
目
茶
椀
の
底
に

「霊
」
が
書
か
れ
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
羽
子
板
に
は
左
向
き
に

童
子
が
祐
か
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い

　

「自
今
良
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ卜反
］支
ト
ヨ

城
の
裏
鬼
門
に
あ
た
る
土
塁
の
基
盤
か
ら
は
人
○
枚
を
超
え
る
土
師
質
皿
が

出
土
し
、
内
郭
の
溝
か
ら
は
人
形
も
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
も
呪
術
的
な
意
味

を
も
ち
、
「今
よ
り
も
良
い
状
態
を
」
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
も



解
釈
で
き
る
。
た
だ
し
、
墨
書
を
仮
名
と
解
し
て

「う
が
く
□
た
□
」
と
釈
読

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

も
う

一
点
は
由
物
の

一
部
と
考
え
ら
れ
る
薄
板
の
端
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
保
存
処
理
中
で
釈
読
に
至

っ
て
い
な
い
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
、
中
日
展
審
査
員
の
後
藤
幽
泉
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

尾
張
旭
市
教
育
委
員
会

『尾
張
旭
市
印
場
城
跡
』
全

九
九
七
年
）（七

原
恵
史
）

木

簡

研

究

第

一
七
号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
宗
諄

一
九
九
四
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
富
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
十
二
坪
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
跡
左
京

七
条

一
坊
十
六
坪
　
東
大
寺
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
一局
安
城
関
連
遺
跡
　
藤
原

宮
跡
　
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
東
南
坪
　
藤
原
京
跡
左
京
十

一
条
三
坊
　
長
岡
京
跡

⑪
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
０
　
平
安
京
跡
左
京
四
条

一
坊

一
町
　
平
安
京
跡
左
京

八
条
三
坊
十
四
町
　
平
安
京
跡
右
京
八
条
二
坊
二
町
　
慈
照
寺
境
内
　
容
坊
山
遺
跡
群

大
坂
城
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
有
年
原

・
田
中
遺
跡
　
梶
子
北
遺
跡
　
曲
金

北
遺
跡
　
伊
興
遺
跡
　
錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
一削
橋
城
遺
跡
　
荒
田
目
条

里
遺
跡
　
矢
玉
遺
跡
　
山
王
遺
跡
　
大
坪
遺
跡
　
中
尊
寺
境
内
金
剛
院
　
一些
立
Ⅱ
遺
跡

志
羅
山
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
大
友
西
遺
跡
　
石
名
田
木
舟
遺
跡
⑪
　
石
名
田
木
舟
遺
跡

０
　
北
高
木
遺
跡
　
水
橋
荒
町
遺
跡
　
山
木
戸
遣
跡
　
上
郷
遺
跡
　
陰
田
小
大
田
遺
跡

米
子
城
跡
七
遺
跡
　
一二
田
谷
Ｉ
遺
跡
　
士
口
川
元
春
館
跡
　
田
村
遺
跡
群
　
姉
川
城
跡

中
園
遺
跡
Ⅲ
区

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
七
）

平
城
京
跡
左
京
二
条
二
坊
六
坪

刻
歯
簡
蹟
初
探
―
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椒
山
　
明

新
潟
特
別
研
究
集
会
の
記
録

国
史
跡
指
定
答
申
な
っ
た
人
幡
林
官
衡
遣
跡
…
小
林
昌
二
、
八
幡
林
遺
跡
の
時
代
的
変

遷
…
田
中
　
靖
、
古
代
越
後
平
野
の
環
境

・
交
通

・
官
衡
…
坂
井
秀
弥
、
封
絨
木
簡
考

…
佐
藤
　
信
、
八
幡
林
遺
跡
木
簡
と
地
方
官
衛
論
…
平
川
　
南
、
討
論
の
ま
と
め

書
評
　
鬼
頭
清
明
著

『古
代
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
勝
紀

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円

中    
―




